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新モビリティサービス推進事業（AI オンデマンド交通実証事業）仕様書 

 
１ 委託業務名 

  新モビリティサービス推進事業（AI オンデマンド交通実証事業） 

 

２ 目的 

 住民の暮らしに不可欠な移動手段の確保など地域における移動課題の解決及び公共交通における新

モビリティサービスの普及や広域連携を促進するため、市町村域を跨ぐ AI オンデマンド交通の運行を

行う実証実験を行う。 

なお、AI オンデマンド交通とは、利用者の予約に応じて運行する乗合型の交通サービスとし、AI 等を

活用した専用システムにより、利用者予約に対し、最適配車等を行うものとする。 

 

３ 対象地域 

 愛知県南知多町（内海・山海地区、豊浜・豊丘地区）及び美浜町の一部 

  

南知多町では、2023 年に民間バス路線が廃線となり、町が運行するコミュニティバスが主な公共交通

手段である。コミュニティバスは、観光地などを含む沿岸部に沿って環状で運行をしており、内陸部は

交通空白地域となっている地区が多いが、路線や停留所の増設は運行面から厳しい状況にある。 

隣接する美浜町に病院や商業施設といった生活施設が立地しており、交通空白地の住民や、バス停か

ら距離のある交通不便地域の高齢者からは、目的地までの移動手段の確保を求める声が上がっている。 

こうした中、地域の拠点病院（知多厚生病院／美浜町）が無償運行していた送迎バスが令和６年度末

で廃止となる他、役場の支所である内海サービスセンターがコミュニティバス路線から離れた場所へ移

転するなど、地域住民の生活に大きな影響が出ることが想定される。 

 そこで、交通空白地域における、地域特性にあった新たな移動手段の確保、高齢者の外出促進等を目

指し、新たな仕組みの構築に向けて、AI オンデマンド交通の運行を行う実証実験を行う。 

 

４ 業務内容 

（１） 実証実験計画の検討 

受託者は、実証実験の実施体制、スケジュール、対象エリア、使用車両、配車方法、評価方法

等を検討し、県、南知多町と協議の上、実証実験計画書をまとめる。 

 

（２） 実証実験の実施 

受託者は、県、南知多町、運行事業者等と連携を図り、AI オンデマンド交通の運行（AI オン

デマンド交通の運行及び運行管理、配車システム等の運用、オペレーション等）を行う。 

なお、運行に向けた地域の合意形成に向けた支援、パンフレットの作成や住民説明会への支援

などを行うとともに、住民の利用や外出の促進に向けた商業施設・医療施設等との連携した取組

に関する提案・協力を行う。加えて、実証実験の効果測定のためのアンケート調査等を実施する。

詳細は以下のとおり。 

 

案 
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〇運行方法 

 運行方式は、利用者から事前に予約申込（以下「予約」という。）があった場合に運行するオ

ンデマンド型の区域運行方式とする。AIを活用した運行管理システムにより、指示された運行

経路等とし、予約があった停留所等の間を運行する。運行便数は予約に応じて運行し、設定し

ない。 

 

運行区域 南知多町（内海・山海地区、豊浜・豊丘地区）及び美浜町の一部 

利用対象者 主に内海・山海地区、豊浜・豊丘地区の住民 

運行期間 2025年９月16日（火）～2026年１月31日（土） 

運行日 平日のみ（89日）（年末年始12/29～1/3は除く） 

運行時間 9:00～17:00 

運賃 【１回乗車】大人：400円/1回 小人：200円/回 （予定） 

【１日券】 大人：600円/枚  小人：300円/枚 （予定） 

乗降所場所 停留所は、町外（病院、商業施設等/数カ所）を含む80箇所程度を想定。設

置数及び設置場所の詳細については、別途協議の上決定することとし、安全

性を確保した場所に設置することとする。 

その他 詳細は協議の上決定することとする。 
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〇運行事業者及び運行形式等 

  ・本業務の運行事業者は、南知多町・美浜町を営業区域に含む一般旅客自動車運送事業の許可を

受けている事業者より決定し、道路運送法第 21 条許可による実証運行とする。なお、許可申請

等に係る事務手続き及び必要経費は、運行事業者が負担する。 
・受託者は、実証運行の期間は、定められた運行経費（車両の借り上げ費を含む）を、運行事業

者へ支払うこと。 
  ○運賃 

   ・運賃収入は、運行事業者が受け取るものとする。 
  〇運行車両 

・運行車両は、運行事業者と協議の上、常時１台確保する。車両の定期点検及び事故・故障時等

の予備車両についても、運行事業者と協議の上、確保すること。 

   ・車両は本業務の運行時間帯において、他の業務と区別できるよう車体にステッカーを貼付する

等の措置を講じること。 

○乗車予約の受付・管理 

 ① 予約受付体制 

    インターネット及びオペレーターによる電話受付による利用予約に対応可能な予約システム

及び体制を構築すること。 

 ② 予約受付時間 

    インターネットでの予約は原則として 24 時間受け付けるものとする。電話での予約受付時間

については、協議の上、決定する。 

  ③運行事業者への伝達 

    利用予約情報については、予約受付完了後、速やかに車載端末を通じて運行事業者へ伝達する

こと。なお、車載端末は、受託者が用意し、運行事業者に無償貸与することとし、通信に係る費

用も受託者の負担とする。 

〇管理体制 

  ・運行業務に関する責任者を置くこと。また、連絡体制を整備し、緊急時及び平常時の連絡、情報

伝達が円滑にできるようにすること。 

  ・運行中の車両事故または不測の事態が生じた場合、利用者の安全確保を最優先して処理にあた

り、直ちに県及び南知多町へ報告すること。これにより運行を中止または中断した場合は、本

事業に支障をきたすことのないよう努めること。 

  ・本業務により利用者及び第三者に対して損害を与えた場合は、受託者の責任・負担において一

切を処理すること。 

〇問い合わせ等の対応 

   利用者等からの苦情、意見、質問等には、受託者が誠実に対応すること。判断が必要な内容、重

大な案件等については、速やかに内容を県及び南知多町へ報告すること。 

〇地域合意形成に向けた支援 

   実証実験について、地域住民や地元事業者、関係各所への説明・協議を行うにあたり、委託業務

範囲内に係る資料の準備や説明事項に整理など、相談・支援を行うこと。 
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○周知広報 

   停留所マップが掲載されたパンフレットの作成等を行うほか、町が行う地域住民説明会への支援

など、周知広報のための取組を実施すること。なお、パンフレットは 8,000 部程度を想定している

が、部数、配布先については協議により決定する。 

○利用促進に向けた取組の実施 

住民の利用や外出を促進するための企画を立案し実施すること。 

〇利用実績の報告 

  利用者数、乗降地点、運行の定時性を示すデータ（利用者へ予約時に通知した時刻と実際の時刻

の差など）等の日報を作成し、１か月ごとに翌月１０日までに県及び南知多町へ提出すること。 

〇アンケート調査の実施 

   効果測定を行うため、実証実験期間中に利用者に対するアンケート調査を実施すること。 

 

（３） 実証実験結果のとりまとめ・評価 

 利用実績やアンケート調査結果等を整理・分析し、実装の際の改善点等を提案すること。 

 

（４） 「ＭａａＳ推進会議」への出席 

 愛知県ＩＴＳ推進協議会内に設置されている「ＭａａＳ推進会議」（令和７年度に２回程度開

催予定）において本事業を紹介するため、本事業に関する会議資料の作成を支援し会議へ出席す

ること。 

 

５ 成果物 

 ・業務報告書（本冊及び概要版） 印刷物３部と電子データ 

 ・各業務において作成した資料・記録等をまとめた電子データ 

 

６ その他 

（１） 委託業務の開始から終了までの間、事業の実施方法や進捗状況など内容全般を常に把握してい

る業務責任者を置き、本業務の実施にあたっては、県及び南知多町と十分に協議すること。 

（２） 委託業務の経理を明確にするため、受託事業者は他の経理と区分して、会計処理を行うこと。 

（３） 本業務は、国の地域公共交通確保維持改善事業費補助金を活用して実施することから、同補助

金の交付要綱に基づき処理するとともに、本事業に係る会計実地検査等が行われる場合は協力

すること。 

（４） 受託者は、事業完了後５年間、本業務に関する会計帳簿及び証拠書類を県の求めに応じていつ

でも閲覧に供することができるよう保存しておくこと。 

（５） 納入する成果物など委託業務にあたり使用する図表やデータ、画像等の著作権・使用権等の権

利については、受託者において、使用許可等を得ること。なお、これらを怠ったことにより、

著作権等の権利を侵害したときは、受託者は、その一切の責任を負うこと。 

（６）この仕様書に定めのない事項については県と受託者が協議し、真摯に対応すること。 

（７）上記（１）～（６）は再委託先においても適用する。 


